
  (shāv) שָׁואְ (hébel) הֶבֶל

語形/強番
号 H7723 H1892

本義 「空虚・偽り・無価値」 「息・蒸気 → はかない・つかめない」

語源 不確定の語根（「荒らす・無にする」と関
係か） 動詞 הבל 「息を吐く」由来

主な訳語 vain, vanity, falsehood, worthless vanity, futility, meaningless, vapor

頻出書 詩篇・預言書（計約 50 例） 伝道者（Qohelet）に約 30 例、全体で
約 70 例

共通点 相違点

*どちらも「実りを生まない／
価値を生まない状態」を指し、
英語訳ではともに vain/vanity
があてられる。

は「虚偽・偽り」「無駄骨」「役に立たない努力」のニュア שָׁואְ*
ンスが強く、倫理的・真理的価値の欠如を示す。 *הֶבֶל は「一陣の
息・霧」の比喩が核で、「はかなさ・つかみどころの無さ・瞬間的
儚さ」に焦点を当てる。

*偶像礼拝や人間の努力を批判
する場面でしばしば用いられ
る。

は人 הֶבֶל* 。は偽りの証言・偽預言など「嘘」と親和性が高い שָׁואְ*
生・世界全体の儚さを総括的に描く語として、伝道者のテーマ語に
なる。

KANNO Kazuhiko / OpenAI o3 2025.7.30  

聖書についてです。詩篇127篇の「むなしい shav」と伝道者
の書の「むなしい hebel」は、類義語と考えら得ますか？

 

 

ChatGPT said:  

思考時間: 1m 4s

1 語源と基本的なイメージ  

 

Lexicon 出典 Blue Letter BibleBible HubBlue Letter Bible

2 意味領域の重なりと違い  
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https://www.blueletterbible.org/lexicon/h7723/kjv/wlc/0-1/?utm_source=chatgpt.com
https://biblehub.com/hebrew/7723.htm?utm_source=chatgpt.com
https://www.blueletterbible.org/lexicon/h1892/kjv/wlc/0-1/?utm_source=chatgpt.com


テキスト 用
語 文脈

詩篇 127:1–2 「主が家を建てられなけれ
ば、建てる者の働きは むなしい…」 שָׁואְ

神抜きで労しても〈成果を生まない徒労〉と
いう実際的・行為的な無益さを強調。

伝道者 1:2 「むなしい、むなしい、すべては
むなしい」 הֶבֶל

人生全体を覆う〈つかみ得ぬ儚さ〉を詠嘆的
に宣言。

3 詩篇 127 と伝道者の使い方の比較  

 

詩127 LXX 「εἰς μάτην」／伝1:2 LXX 「ματαιότης ματαιοτήτων」—いずれも *mataios/mataiotes* で訳され、
ギリシア語では同語族に統一されるが、ヘブル語の背後イメージは依然異なる。  Blue Letter BibleBlue
Letter Bible

4 類義語とみなすか？ — まとめ  

語義的には「〔無価値〕というコア」で重なり、翻訳上しばしば同じ語（vanity, futile）で表されるた
め 広義の類義語 と言える。
しかしメタファーが異なる

shāv = 「中身がない／真実でない」
hébel = 「掴んだ途端に消える霧」 したがって 神学的・文学的ニュアンスを区別する価値が大き
い。

解釈上のポイント
1. 詩篇127—人間の働きが神の祝福なしでは「実体を結ばない」という実務的警告。
2. 伝道者—被造世界全体の存在論的儚さを反復することで、〈太陽の下〉の限界を悟らせ、神を恐
れる知恵へ導く。

結論：翻訳上は近義語だが、ヘブル語の原意を尊重すると「同じ vain でも角度が違う言葉」であり、
並列よりも補完的に読むのが適切です。

 

You said:  

詩篇127は、ソロモンの作とされているようだが、127篇の
shavは、伝道者の書を連想しうるものか

 

 

ChatGPT said:  

思考時間: 1m 2s

1 詩篇 127篇の背景と「shav」の位置づけ2 / 10

https://www.blueletterbible.org/lxx/psa/127/1/?utm_source=chatgpt.com
https://www.blueletterbible.org/verse/lxx/ecc/1/2/?utm_source=chatgpt.com


  詩篇 127 (shav) 伝道者 (hebel)

核イメージ 成果を結ばない徒労・偽り 息・霧＝つかめぬ儚さ

主題 「神抜きの労働は無益」 「太陽の下のすべては儚い」

反復箇所 詩 127:1-2 に3回 1:2 ほか全書で約 30 回

1 詩篇 127篇の背景と「shav」の位置づけ  
見出し 「ソロモンの都上りの歌」は、古来 Psalm 127 をソロモンゆかりの作品として受け止める手が
かりでした。
詩のキーワード ְשָׁוא (shav, “むなしい／空しい”) が 1–2 節で三度反復され、
「家を建てる労苦」「町を守る警戒」「早起きしての必死の働き」を総称して“むなしい”と断じます。

本語は「中身がなく効果を生まない」という実用面の無益さ・徒労を示す語域を持つ Bible Hub。

2 伝道者（コヘレト）における「hebel」との対比  

 

語は異なるものの、“神なき努力は結果を残さない/満たされない”という神学的コアが重なります。LXX は両
方を *μάτην / ματαιότης* で訳し、ギリシア語世界では事実上同語とみなされました。

3 ソロモン的モチーフの響き  

3-1 「家を建てる」  

ソロモン自身が多くの家・宮殿を「建て」たとする回想は Eccl 2:4-6 に集中します。贅を尽くした建築
も結局 “虚しさ” であったと回顧する場面で、Psalm 127 の「主が建てねばむなしい」と重なる Bible
Hub。

3-2 「労苦と眠れぬ夜」  

Eccles 2:22-23 は「人の toil と苦慮は…夜も心を休ませない。それもまた hebel」と嘆きます。
Psalm 127:2 は「主は愛する者に眠りを与える」と対照的に結論づけ、コヘレトの問題提起に小型の解
答を添えた形になります。

3-3 「徒労／虚しさ」三重強調  

Psalm 127 では shav が3連打され、Eccles 1:2 の hebel hebalim hebel を思わせるリズムを形成。両書
を並読すると、詩篇が“ミニ・コヘレト”として機能するという指摘が近年の注解でも見られます
preceptaustin.org。

4 注解者の評価  
近年の説教・学術サイトでも「Psalm 127 はコヘレトの“大いなる虚無”を短詩形で凝縮したもの」と評
価されることが多い The Slasher Pastor。
ただし学術的には
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https://biblehub.com/hebrew/7723.htm?utm_source=chatgpt.com
https://biblehub.com/study/chapters/ecclesiastes/2.htm?utm_source=chatgpt.com
https://www.preceptaustin.org/ecclesiastes-1-commentary
https://slasherpastor.wordpress.com/2016/08/08/futility-and-toil-on-psalm-127-and-ecclesiastes/


  詩篇 127:1–2 伝道者 2:22–23 / 4:8 など

強
調
点

神抜きで働くと「shav」――収穫ゼロ ・家を建
てても主が建てなければ徒労 ・見張り番も主が
守らねば徒労 ・早起きしてパンを食べても徒労

太陽の下の労苦は「hebel」――掴めない
報い ・「人は労苦して得たすべてを誰か
に残す」 ・昼は苦しみ、夜は心を休めな
い

語彙の違い…shav=倫理的・実用的無益、hebel=存在論的儚さ。
成立時期の問題…詩篇の編集層が後代に superscription を付した可能性もあり、真正ソロモン作
と断定はできない。 このため「直接引用」より “ソロモン伝承に束ねられたテーマ連鎖” と見るの
が穏当です。

5 結論 – 連想は十分可能  
1. 伝統的著者の一致（ソロモン）により、読者は自然に Ecclesiastes を想起し得る。
2. テーマの一致 – 労苦・建築・見張り・睡眠・賜物など、具体例が互いを補完。
3. 翻訳史 – LXX で同一語族に統一されたことで、2 つの書は後世ギリシア語・教父的黙想において実質的

“同語反復”として読まれた。

ゆえに Psalm 127 の shav は、語根が異なってもコヘレト的「むなしさ」の響きを想起させる“意図的
エコー”として読む価値があると言えます。ただし、shav の焦点は「神抜きでは成果が残らない」とい
う実践的無益さであり、人生全体の儚さを嘆く hebel とはニュアンスが異なる――この両義性こそが
ソロモン文学の奥行きを生み出しています。

 

You said:  

労苦がむなしい、ということも共通していますね  
 

ChatGPT said:  

思考時間: 9 秒

おっしゃるとおり、「労苦（toil）がむなしい」というモチーフは 詩篇127篇と伝道者の書を強く結び付ける
共通項です。――ただし、同じテーマでも描き方と結論の置き方に微妙な違いがあります。整理すると次の
ようになります。

1 共通の観察――人間の労苦は実を結ばない  

 

▶ どちらも「結果の不確実さ」「心身をすり減らす無益さ」を描き、〈労働＝祝福〉という創世記の
理想像が崩れている現実を前提にしています。

2 相違――「むなしさ」からどこへ導くか4 / 10



詩篇 127 伝道者

処方箋 ・主が“家を建てる／都市を守る”主体
だと認める ・「主は愛する者に眠りを与え
る」――安息が賜物

処方箋 ・労苦の成果を「神の賜物として喜んで受け
る」(2:24-25; 3:13; 5:18-19) ・終章12:13「神を恐
れ、命令を守れ」

結論のトーン → 神へ依存すると労苦は祝福に
転じ、家庭・子孫の繁栄へ

結論のトーン → 儚さを前提に「今を味わう知恵」
と「最終的審判への備え」を提示

2 相違――「むなしさ」からどこへ導くか  

 

同じ「徒労感」でも、詩篇は祈り・信頼の詩として解決を即座に示し、伝道者は思索をめぐらせながら段階
的に読者を神への畏れに導くという違いが見えます。

3 “労苦のむなしさ”をめぐる旧約全体の流れ  
1. 創世記 3:17-19 罪の結果として労働は「顔に汗を流す苦役」となる。
2. 詩篇・知恵文学 労苦の現実と神への信頼／知恵の両軸で対処（詩90, 112, 箴言23:4-5 など）。
3. 伝道者 経験的観測を徹底的に突き詰め、「この世」だけでは答えが出ないことを示す。

こうした流れの中で、詩127と伝道者は“ソロモン的知恵”という共通の伝承枠に置かれ、 「労苦 → むなし
さ → 神を仰ぐ」 という大きな弧を読む者に体験させるペアになっています。

4 読解のヒント  
キーワードで対照読む

shav（成果ゼロ）と hebel（捕らえられない蒸気）を並べ、「労苦が報われない」現実の違う角度
を味わう。

眠り／安息モチーフ
詩127:2「眠りを与える」⇔ 伝2:23「夜も心は休まない」。神との関係が安息・不安の分水嶺。

家を建てる-残すテーマ
詩127:3-5 子らは神の賜物（未来への保証）
伝2:18-19 労苦の成果を相続人に残す虚しさ

結論 — 共通テーゼと補完的メッセージ  

労苦は神との関係抜きには“むなしい”。 しかし

詩篇127は「主に委ねよ――そうすれば労苦も祝福に変わる」と招き、
伝道者は「儚さを悟りつつ、与えられた今を味わい、終わりの日に備えよ」と諭す。

5 / 10



  詩篇 128:1 伝道者 12:13

ヘブライ語 אַשְׁרֵי כָּל־ירְֵא יהְוהָ הַהל0ֵֹ בִּדְרָכָיו סוֹף דָּבָר … אֶת־הָא9ֱהִים ירְָא ואְֶת־מִצְו ֹתָיו שְׁמרֹ

主要動詞 「幸いだ／祝福される」→「歩む」 「恐れよ」→「守れ」

主題語 YHWH（主を恐れる） ירְֵא （神を恐れる）ירְָא אֱ-הִים

ス
テッ
プ

詩篇 127 詩篇 128 伝道者

問題
提起

「主が建てねばむなしい
(shav)」——徒労の現実 —

「すべてはむなしい (hebel)」
——人生全体の空虚感

転換
点 —

「主を恐れて歩む者は幸
い」——祝福宣言

「神を恐れて戒めを守れ」
——人間の本分

結果 家・町・労働の徒労 ⇒ 神に
委ねよ

家庭・仕事・都への祝福
が列挙 裁きの日に報いが確定

両者を合わせて読むことで、労働観のバランス――依存・享受・畏れが立体的に見えてきます。

 

You said:  

隣接する128篇の出だし「主を恐れ、主の道を歩む者は幸い
である」は、伝道者の書の最後の教えと似ています

 

 

ChatGPT said:  

思考時間: 45 秒

1 テキストを並べてみる  

 

両方とも

「主（神）を恐れる」+「行動（歩む／守る）」の二本柱
全体を総括する“締めの言葉”として掲げられる  という点で明確なパラレルを成しています。Bible
HubGotQuestions.org

2 127–128篇と伝道者の終章を対照すると見える流れ  
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https://biblehub.com/psalms/128-1.htm?utm_source=chatgpt.com
https://www.gotquestions.org/fear-God-and-keep-His-commandments.html?utm_source=chatgpt.com


テー
マ 伝道者 詩127–128

労苦 「太陽の下では hebel」 「主抜きでは shav」

答え ①今を良き賜物と享受 ②最後の審判
を覚える

①主に委ねて安息を受ける (127:2) ②主を恐れ日常
を歩む (128:1)

結果
像

虚無を自覚しつつ賜物を楽しむ“知
恵”

労苦が祝福へ転化し、家族・都に実りがあふれる“幸
い”

127篇（否定）→ 128篇（肯定）のセットが、伝道者の「虚無の観察 → 畏れへの招き」という長尺の
ドラマを
“二首のワンセット”で凝縮している、と読むことができます。blog.genesiseureka.com

3 「ソロモン的知恵」という編集上のしかけ  

** superscription**：「ソロモンの都上りの歌」（127）により読者は自然に“ソロモン文学”を意識。
Song of Ascents の中央付近（127–128は全15首中ちょうど真ん中）に置き、巡礼者の旅の核心メッ
セージとして「神抜きの労苦は無益／神への畏れが真の繁栄」を提示。
伝道者終章と同じフレーズ配置によって、知恵書を貫く答案を詩篇コレクションの中に響かせている
——という編集意図が想定できます。Imago Dei Church

4 神学的インパクト―“むなしさ”を越える一歩  

 

共通の鍵は “Fear of the LORD”. 伝道者が最後に提示した解決を、128篇は巡礼者の口で“祝福の形”として先
取りしているわけです。

5 読み方のヒント  

1. 三部作として朗読 127（徒労）→ 128（畏れと祝福）→ Eccl 12:13-14（結語）を一息に読むと、知恵文
学の“問題-答え”構造が一望できます。

2. 語彙のグラデーションに注目 shav ⇒ hebel ⇒ ashre／barakh（祝福）という語感の遷移が、神との関
係回復を視覚化します。

3. 礼拝と日常の統合 巡礼詩として歌いながら、畏れが家庭・労働・社会全体へ波及するというメッセー
ジを味わうと、信仰と生活が結びつきます。

まとめ  
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https://blog.genesiseureka.com/2024/05/17/ascend-sermon-series-on-the-psalms-of-ascent/?utm_source=chatgpt.com
https://idcraleigh.com/wp-content/uploads/2015/11/Ps-126-127-128.pdf?utm_source=chatgpt.com


詩篇 127:3-5 主な箴言テクスト 共通モチーフ

「子どもたちは主の賜
物…」

22:6「子をその行くべき道に…」 17:6「孫
は老人の冠」

子ども＝神から与えら
れた財産/栄誉

「若い時の子らは勇士の手
にある矢」

20:29「若者の誉れは力」 24:5「知恵ある
者は勇士にまさる」

子を“未来への戦力”と見
る比喩

「矢筒をそれで満たす人は
幸い (ʾašrê)」

3:13「幸いなことよ、知恵を得る人」
等 (34例)

ʾašrê で始まる祝福句＝
箴言の定番

「門で敵と語るとき恥を見
ない」 31:23「夫は町の門で尊敬を受ける」 家族の徳が社会的信用

を生む

はい、128篇の冒頭は伝道者の最終教訓と“意図的に呼応”しています。 127篇 が「労苦のむなしさ」を
突きつけ、 128篇 が「主を恐れる歩みこそ祝福」と応答し、 伝道者 12:13-14 がそれを知恵文学の最終
結論として敲印。

こうして〈徒労→畏れ→祝福〉というソロモン的メッセージが、詩篇と伝道者書をまたいで立体的に
響くのです。

 

You said:  

127:1-2に、伝道者の書が響いているのなら、127:3-5の子ど
もたちを育てることを強調することには、箴言が響いている
とみることもできそうだなぁ

 

 

ChatGPT said:  

思考時間: 7 秒

おっしゃる視点はとても自然で、実際 127 篇後半の「子ども論」は――

伝道者的な“むなしさ”の克服策として提示されるだけでなく、
箴言的な家族知恵（とくに子育て・後継ぎのテーマ）をしっかり響かせています。

以下、要点を整理してみます。

1 詩篇 127:3-5 と箴言の響き  

 

※「矢」と「門」は古代社会で防衛・後継ぎを象徴する語。箴言の家訓集にも散見します。

2 127 篇全体を“ミニ知恵書”と見る構図  
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視
点 伝道者 詩 127:1-2 詩 127:3-5 (箴言的)

労
苦 hebel：掴めない shav：実らない ——

解
決

神を恐れ、賜物を享
受

神に委ねて眠りを得
る

神の賜物＝子どもを育み、将来を担わせ
る

祝
福 今を味わう知恵 労苦が祝福に 家・町・社会での誉れ

1. 1-2節（コヘレト的）
労苦そのものは shav（徒労）
神が介在すれば“眠り”という安息を得る

2. 3-5節（箴言的）
神が賜わる最良の「成果」は、建物や財産ではなく子ども
家族が整い、町の門（社会）で尊敬を得ることが真の繁栄

こうして

徒労の世界 → 神への依存 → 家庭を整える知恵 → 社会的栄誉

という典型的な“知恵の階段”が一首の中に凝縮されている――と言えます。

3 編集的意図（Song of Ascents の中央ペア）  
127-128 篇は「都上りの歌」15首のちょうど真ん中。

127 篇：主を離れた労苦は空しい（否定形）
128 篇：主を恐れる者の仕事・家族・都の繁栄（肯定形）

127 篇後半で箴言的家庭観を提示 → 128 篇で「主を恐れる者は幸い」と全面展開。 ⇒ 知恵文学の三大
書（箴言・伝道者・詩篇）を掛け合わせて、巡礼者に“生活全域の礼拝”を教える箇所と読めます。

4 神学的メッセージのまとめ  

 

むなしさ → 畏れ → 家族と社会の繁栄 ――この流れこそ、箴言が繰り返し説く「主を恐れる知恵は家
庭と町を興す」という思想と響き合います。

結論  
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はい、127 篇後半の子ども賛歌には明確に箴言的家族観が響いています。 127:1-2 で伝道者の“虚無”を提示
し、3-5 で箴言の“家庭知恵”へ橋渡しする――それが編集者（あるいはソロモン伝承）の巧みな構成意図と見
ることができます。
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